
発電や農業に挑むナカバヤシのチャレンジスピリット
https://www.bizclip.ntt-west.co.jp

 

トップインタビュー（第35回）

発電や農業に挑むナカバヤシのチャレンジスピリット

2018.02.22

ナカバヤシ 代表取締役社長 辻村肇 氏

1923年に製本事業で創業したナカバヤシは国内最大シェアを持つアルバムやノートなどの文具、オフィス用品の製造販売
で知られている。それに加え、近年は発電事業や農業など、コアビジネス以外にも事業領域を広げ、話題になっている。な
ぜ、手掛けたことのない新しい領域に挑むのか。その動機と狙いについて、代表取締役社長・辻村肇氏に話を伺った。

――2013年に日本紙パルプ商事、三光との共同出資で島根県松江市に松江バイオマス発電を設立。電力事業を始めら
れました。また、2015年からは兵庫県養父市でニンニクの生産も手掛けられています。なぜ、こういった事業を始められたの
でしょうか。

辻村：一言でいうと、「肩幅の広い会社」になりたいと思っているんです。今は時代の変化が激しくて、明後日から売れなくな
る製品やサービスがあってもおかしくありません。今売れている当社のノートも、5年後に使われているかどうかは分かりませ
ん。そういう意味で、新しいジャンルのビジネスをたくさん持っておきたい。それがめざしている「肩幅の広い会社」の姿です
。

木質バイオマスの発電所を設けた島根県は1971年に簸川郡佐田町（現・出雲市）などに工場を作って以来当社の大きな生
産拠点になっており、今も5つの工場が稼働しています。約半世紀にわたって我々の事業を応援していただいているので、
恩返しをしたいと思っていました。

それに私は個人的に、日本全体で見れば原子力、火力、水力、さらに太陽光、風力、バイオマスといったいろいろな発電
方法を用意して、何かあっても電力の供給が損なわれない状態になっているほうがいいのではないかと思っていたんです。

震災を契機にエネルギー問題が取り上げられる中、松江市にあるずっと使われていない当社所有の遊休地の近くに中国
電力の変電所があることが分かった。島根県は豊富な森林資源に恵まれた所ですから、「木質バイオマス発電ができるんじ
ゃないか」と思って、地元の素材流通協同組合へ相談に行きました。原木の供給や発電に必要な木材チップの加工をして
いる業者さんの組合です。そうしたら「協力させてもらいます」という返事をすぐにいただいた。そして地元の自治体もバック
アップしてくれるというのですから「これはやるしかない」と。
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他の地方とも共通する課題ですが、島根県も人口が減っています。そんな中で産業振興にも悩んでいます。木質バイオマ
ス発電事業には、林地残材をチップに加工する業者さんが必要ですし、チップの輸送も要ります。太陽光発電などと比較
すると地元のさまざまな所にお金が回ります。ですから、この事業を興したことで、わずかながら島根県に恩返しができるの
ではないかと思っています。もちろん、当社としても、ほぼ計画通りの収益を上げさせていただいています。

――農業を手掛けられた理由は？

辻村：こちらも当社の事業所立地と密接に関係しています。農業を開始した兵庫県養父市にある工場は、雑誌のバックナン
バーの合冊製本や資料修復をメーンの業務にしています。しかし、データの電子化が普及して、製本の受注が減ってきて
いるんです。主に大学の図書館から注文をいただいているのですが、最盛期の半分以下に受注は落ちています。でも注
文をいただいている以上、事業をやめるわけにはいきませんし、養父市の拠点は維持していく必要があります。そのために
は製本以外の事業で売り上げをつくる必要が出てきたのです。

そんなとき、たまたま巡り会ったのがニンニクの生産だったんです。雑誌の合冊製本は７月から９月と12月から3月が受注・
生産のピークで、4月から閑散期に入ります。一方、ニンニクは秋に種付けをして、5月下旬から７月が収穫で忙しい。繁忙
期と閑散期が見事に入れ替わっているので、無理なくできるんです。

今計画的に耕作面積を増やしているところで、順調に収穫量は増えています。まだ投資が先行していますが、3年先くらい
には黒字化できるのではないかと見ています。

――新しいことに挑戦する文化がナカバヤシにはあるのですね。… 続きを読む
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